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【はじめに】 

 

生態系を理解するにあたり，その食物網を明らかにすることは非常に重要で

ある．海底に形成された大型底生生物の巣穴内には，その形成生物だけでなく，

様々な分類群の小型生物が共生することが知られている（例えば Atkinson and 

Taylor, 2005）．すなわち，海底に開いた巣穴内は，数十 cm スケールの微小生態

系とも言え，その内部には固有の生物群が生息している． 

本研究では，厚岸町の泥干潟の代表的な巣穴形成生物であるアナジャコ

Upogebia major，およびその巣穴内の共生者の生態，特にそれらの食性を明らか

にすることを目的に，2014 年 8 月にフィールド調査を行った．アナジャコおよ

び共生者の食性を調べるために，それらの炭素・窒素安定同位体比の測定を実

施した． 

 

 

【材料と方法】 

 

１．フィールド調査 

厚岸町でのフィールド調査は 2014年 8月 23日～月 27日に厚岸湖内の泥干潟

（北緯 43° 3.050’東経 144° 51.450’）において実施した（図１）． 

この干潟の表面には，アナジャコ類の巣穴が無数にみられる（図２）．シャベ

ル等を用いて巣穴形成者であるアナジャコを採集し，さらに，海底堆積物の断

面に見られる巣穴内壁を詳細に観察し，その表面に見られる巣穴共生生物を採

集した．また，これらの生物の餌である可能性がある環境物質を採取した：干

潟表面の底生微細藻類および海底堆積物（泥）を採取した．また，海洋の懸濁

態有機物（POM）については，厚岸湾（図１）において 3 Lの海水を採取し，
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GF/Fフィルターで濾過することでサンプリングした．また，厚岸湖に注ぐ河川

において１Ｌの水を採取し，GF/Fフィルターでろ過することにより河川水 POM

（陸源有機物）を採取した．

 

図１：調査地点．Ａ：調査を実施した泥干潟．Ｂ：海洋 POM採取地点．Ｃ：河

川水 POM採取地点． 

 

 

図２：干潟表面に無数に見られるアナジャコの巣穴開口部（直径 1~2 cm） 
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２．炭素・窒素安定同位体比測定 

炭素・窒素安定同位体比（δ13C および δ15N）は，それぞれ食物源のおよび栄

養段階の推定に有効であるとされている（高井，2005など）．そこで，フィール

ド調査で得られたサンプルを冷凍保存して持ち帰り，東京大学大気海洋研究所

においてその炭素・窒素安定同位体比を測定した．また，平成 25年度に同地域

で行った予察的なフィールド調査においても，上記の試料が得られている．こ

れまでに採取済みの上記試料の炭素・窒素安定同位体比の測定も行い，それら

全てを合わせて，アナジャコおよび巣穴内共生者の食性について検討した． 

 

 

【結果】 

 

１．巣穴内共生者 

フィールド調査の結果，厚岸町の泥干潟のアナジャコ Upogebia major の巣穴

内には，2種の共生者が生息していることが判明した：巣穴内壁面上にはカイア

シ類 Hemicyclops sp.が生息していた．また，巣穴の壁沿いの堆積物中には二枚貝

類のヒメマスオ Cryptomya busoensis が生息していた（図３）． 

 

図３：アナジャコ巣穴内に生息する生物．Ａ：アナジャコ Upogebia major．Ｂ：

カイアシ類 Hemicyclops sp.（巣穴内壁面上にあるオレンジ色の斑点）Ｃ：ヒメマ

スオ Cryptomya busoensis． 
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２．炭素・窒素安定同位体比 

各生物および環境物質の炭素・窒素安定同位体比の測定結果を図４に示す．

巣穴内に生息する生物のうち，ヒメマスオは海洋 POMに近い炭素同位体比を示

した．一方で，アナジャコおよびカイアシ類 Hemicyclops sp.は，海洋 POMと底

生微細藻類の中間の炭素同位体比を示した．窒素同位体比については，ヒメマ

スオが最も低く，その次にアナジャコ，そして一番高い値をカイアシ類

Hemicyclops sp.が示した． 

 

 

図 4：各生物および環境物質の炭素・窒素安定同位体比（‰）． 

 

 

【考察】 

 

調査の結果，厚岸町の干潟のアナジャコの巣穴内には，カイアシ類 Hemicyclops 

sp.とヒメマスオが生息していることがわかった．カイアシ類 Hemicyclops sp.が

アナジャコ類の巣穴に生息していることは，東京湾の干潟においても報告され

ている（Itoh and Nishida, 2013）．また，ヒママスオもアナジャコ類の巣穴に共生

することが，これまでにも多く報告されている（例えば Nara et al., 2008）．した

がって，厚岸町の干潟のアナジャコ巣穴には，代表的な巣穴共生者が分布して
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いると言える． 

安定同位体比測定の結果，巣穴形成者であるアナジャコ，共生者であるカイ

アシ類 Hemicyclops sp.およびヒメマスオは，それぞれ異なる炭素・窒素安定同位

体比を示した．前述のように，炭素安定同位体比は，餌物質の起源を示す．環

境物質との比較から，ヒメマスオの主な餌は海洋 POM であることが判明した．

そしてアナジャコとカイアシ類 Hemicyclops sp.の餌としては，海洋 POMおよび

底生微細藻がそれぞれ約半分ずつであることが分かった．また，窒素安定同位

体比は，栄養段階を示す．したがって，ヒメマスオが最も低い栄養段階であり，

その次にアナジャコ，カイアシ類 Hemicyclops sp.と続くことがわかった． 

上記のように，同じ巣穴内に生息する生物であっても，餌起源物質および栄

養段階が異なることが分かった．今後，さらに詳細に同様の研究がおこなわれ

ることで，巣穴内生態系がより詳細に理解されることが期待できる． 

 

 

図５：本研究の概略．アナジャコおよびその巣穴内共生生物の餌物質の候補と
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して，海洋 POM，河川水 POM，底生微細藻が挙げられる．炭素・窒素安定同位

体比解析の結果，アナジャコおよびカイアシ類は底生微細藻と海洋 POMの 2つ

を，ヒメマスオは海洋 POMのみを主な餌としていることが明らかとなった．ま

た，河川水 POM（陸起源の有機物）は，これらの生物の餌としてほとんど寄与

していないことも判明した． 
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